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   Ｃ０７Ｄ  417/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  277/64     　　　　
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   Ｃ０７Ｄ  235/30     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｄ  401/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/04     　　　　
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   Ｃ０７Ｄ  413/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月11日(2019.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉａ）または（Ｉｂ）の化合物

【化１】

またはその医薬的に許容される塩であって、式中、
　Ｒ１は、
（ｉ）
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【化２】

であり、式中、
　各Ｒ２は、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、ハロゲン、シ
アノ、Ｒ３Ｙ１－Ｑ２、Ｒ４Ｒ５Ｎ－Ｑ３、Ｒ６Ｓ（Ｏ）２－Ｑ４、および

【化３】

から選択され；
　環Ａ１の隣接する原子に結合した２つのＲ２は、それらが結合している原子と共に、５
～１０員環の単環式または二環式環を形成していてもよく、前記環は、Ｃ１～Ｃ６アルキ
ル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲン、およびヒドロキシから選択される１つまたはそれ
より多くの部分で置換されていてもよく；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｒ８Ｏ－Ｑ６、およびＲ９Ｒ１０Ｎ－Ｑ７から選択
され；
　Ｒ４およびＲ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキルお
よびＲ１１Ｏ－Ｑ８から選択されるか；
またはＲ４およびＲ５は、それらの両方が結合している窒素原子と共に、５または６員環
を形成し、前記環は、Ｃ１～Ｃ６アルキルおよびＲ１２Ｏ－Ｑ９から選択される１つまた
はそれより多くの部分で置換されていてもよく；
　Ｒ６は、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
　各Ｒ７は、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロゲン、Ｒ１３Ｏ－Ｑ１０、Ｒ１４Ｒ１

５Ｎ－Ｑ１１、およびＲ１６Ｓ（Ｏ）２－Ｑ１２から選択され、環Ａ２の隣接する原子に
結合した２つのＲ７は、それらが結合している原子と共に、５または６員環を形成してい
てもよく；
　Ｒ８は、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
　Ｒ９およびＲ１０は、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択されるか；また
はＲ９およびＲ１０は、それらの両方が結合している窒素原子と共に、５または６員環を
形成し；
　Ｒ１１、Ｒ１２およびＲ１３のそれぞれは、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され
；
　Ｒ１４およびＲ１５は、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択されるか；ま
たはＲ１４およびＲ１５は、それらの両方が結合している窒素原子と共に、５または６員
環を形成し；
　Ｒ１６は、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
　環Ａ１および環Ａ２は、独立して、フェニルおよび５または６員環のヘテロアリールか
ら選択され；
　ｂおよびｃは、０から３の整数であり；
　Ｑ１は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレン、およびＱ１３－
Ｙ２－Ｑ１４から選択され；
　Ｑ２は、直接結合およびＣ１～Ｃ３アルキレンから選択され；
　Ｑ３は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、およびＣ（Ｏ）から選択され；
　Ｑ４は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、およびＮＲ１７から選択され；
　Ｑ５は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１８、Ｑ１５－Ｙ３－Ｑ１

６、および
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【化４】

から選択され；
　Ｑ６、Ｑ７およびＱ８のそれぞれは、独立して、Ｃ１～Ｃ３アルキレンから選択され；
　Ｑ９およびＱ１０のそれぞれは、独立して、直接結合およびＣ１～Ｃ３アルキレンから
選択され；
　Ｑ１１は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、およびＣ（Ｏ）から選択され；
　Ｑ１２は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、およびＮＲ１９から選択され；
　Ｑ１３は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、ならびにＲ２０およびＲ２１で置換され
たＣ１～Ｃ３アルキレンから選択され；
　Ｑ１４、Ｑ１５、Ｑ１６、Ｑ１７およびＱ１８のそれぞれは、独立して、直接結合およ
びＣ１～Ｃ３アルキレンから選択され；
　Ｒ１７、Ｒ１８、およびＲ１９のそれぞれは、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ３アルキル
から選択され；
　Ｒ２０およびＲ２１は、同じ炭素原子に結合して、それが結合している炭素原子と共に
Ｃ３～Ｃ６シクロアルキルを形成し；
　Ｙ１は、ＯおよびＳから選択され；
　Ｙ２は、Ｏ、およびＮＲ２２から選択され；
　Ｙ３は、ＯおよびＮＲ２３から選択され；
　Ｒ２２は、Ｈ、フェニル、およびＣ１～Ｃ３アルキルから選択され、該アルキルは、フ
ェニルおよびＮＲ２４Ｒ２５から選択される置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ２３は、ＨまたはＣ１～Ｃ３アルキルであり；
　Ｒ２４およびＲ２５は、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ３アルキルから選択されるか、ま
たはＲ２４およびＲ２５は、それらの両方が結合している窒素原子と共に、５または６員
環を形成し；
（ｉｉ）Ｒ２６Ｒ２７Ｎ－Ｑ１９であり、式中、
　Ｒ２６およびＲ２７は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキルおよびＣ３～Ｃ８シクロア
ルキルから選択されるか；またはＲ２６およびＲ２７は、それらの両方が結合している窒
素原子と共に、１つまたはそれより多くの部分Ｒ２８で置換されていてもよい５または６
員環を形成し；
　各Ｒ２８は、独立して、Ｒ２９ＯＣ（Ｏ）ＮＲ３０、および
【化５】

から選択され；
　前記環の隣接する原子に結合した２つのＲ２８は、それらが結合している原子と共に、
５または６員環を形成していてもよく；
　Ｒ２９およびＲ３０は、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
　Ｒ３１は、Ｃ１～Ｃ６アルキルおよびハロゲンから選択され；
　ｄは、０から３の整数であり；
　環Ａ３は、５～１０員環のアリールまたはヘテロアリールから選択され；
　Ｑ１９は、直接結合またはＣ１～Ｃ３アルキレンであり；
　Ｑ２０は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレンおよびＱ２１－ＮＲ３２－Ｑ２２から選択
され；
　Ｑ２１およびＱ２２は、独立して、直接結合およびＣ１～Ｃ３アルキレンから選択され
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；
　Ｒ３２は、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；または
（ｉｖ）ヒドロキシ－Ｃ１～Ｃ６アルキルであり；
　Ｂ１は、ＯまたはＳであり；
　Ｂ２は、ＮまたはＣＲ３４であり；
　Ｗは、ＮまたはＣＲ３５であり；
　Ｘは、ＮまたはＣＲ３６であり；
　Ｚは、ＮまたはＣＲ３７であり；
　Ｒ３４は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはハロゲンであり；
　Ｒ３５、Ｒ３６およびＲ３７は、独立して、ＨおよびＦから選択され；
　いずれのアルキルまたはシクロアルキルも、１つまたはそれより多くのＦで置換されて
いてもよく；
　ただし、Ｑ１が直接結合またはＣ１～Ｃ３アルキレンであり、環Ａ１がフェニルである
場合、ｂは０ではなく、該化合物は、２－アミノ－Ｎ－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾー
ル－５－カルボキサミドではない、上記化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項２】
　Ｒ１が、
（ｉ）
【化６】

および
（ｉｉ）Ｒ２６Ｒ２７Ｎ－Ｑ１９

（式中、Ｒ２、ｂ、環Ａ１、Ｑ１、Ｒ２６、Ｒ２７およびＱ１９は、請求項１で定義され
た通りである）
から選択される、請求項１に記載の化合物または医薬的に許容される塩。
【請求項３】
　ｂが、１から３の整数である、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロゲンおよび
【化７】

（式中、Ｒ７、ｃ、環Ａ２およびＱ５は、請求項１で定義された通りである）
から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物または医薬的に許容される
塩。
【請求項５】
　Ｒ２６およびＲ２７が、それらの両方が結合している窒素原子と共に、１つの部分Ｒ２

８で置換された５または６員環を形成し；
　Ｒ２８が、
【化８】

（式中、Ｒ３０、ｄ、環Ａ３およびＱ２０は、請求項１で定義された通りである）
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である、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物または医薬的に許容される塩。
【請求項６】
　Ｂ２が、Ｎである、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物または医薬的に許容さ
れる塩。
【請求項７】
　Ｂ１が、Ｏである、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物または医薬的に許容さ
れる塩。
【請求項８】
　Ｗが、ＣＲ３５であり、Ｘが、ＣＲ３６であり、Ｚが、ＣＲ３７である、請求項１～７
のいずれか一項に記載の化合物または医薬的に許容される塩。
【請求項９】
　以下から選択される、請求項１に記載の化合物：
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
２－［３，５－ビス（トリフルオロメチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
２－（３，４－ジフルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
２－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
２－（２，６－ジフルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－（２－クロロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリジン－３－イル－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキ
サミド、
２－（２，５－ジクロロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－モルホリン－４－イルピリジン－３－イル）－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－ブロモフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
２－［４－（ジフルオロメトキシ）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（トリフルオロメチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，４－ジメトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
２－（２，５－ジメトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
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２－（２’－フルオロビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ピリジン－４－イルフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ピリジン－３－イルフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－ビフェニル－４－イル－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボ
キサミド、
２－（２’－フルオロ－３’－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，
３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（４－メトキシピリジン－３－イル）フェニル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（６－メトキシピリジン－３－イル）フェニル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（２－メトキシピリジン－３－イル）フェニル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－シクロプロピルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４’－（ピペリジン－１－イルメチル）ビフェニル－４－イル］
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－アミノフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
２－（２－クロロ－６－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－［４－（ジエチルアミノエチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
２－（２，６－ジクロロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリジン－２－イル－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキ
サミド、
２－（４－シアノフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛４－［（メチルスルホニル）アミノ］フェニル｝－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛４－［（フェニルスルホニル）アミノ］フェニル｝－１，３－ベ
ンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（１Ｈ－ベンゾトリアゾール－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メチルピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－ピロリジン－１－イルピリジン－３－イル）－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（フェニルアミノ）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキ
サミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［４－（１－メチルエチル）フェニル］アミノ｝－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［ベンジル（メチル）アミノ］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（２－フェニルエチル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
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２－（３，４－ジヒドロイソキノリン－２（１Ｈ）－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛［３－（ベンジルオキシ）フェニル］アミノ｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾ
オキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ベンジルピペリジン－１－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－６－カルボキサミド、
２－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－６－カ
ルボキサミド、
２－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール
－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－６－カ
ルボキサミド、
２－（６－クロロピリジン－３－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール
－６－カルボキサミド、
２－（１Ｈ－ベンゾトリアゾール－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－６－カルボキサミド、
２－（２，３’－ビピリジン－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
２－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチア
ゾール－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリジン－４－イル－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキサ
ミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（メチルスルホニル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
２－（２，３－ジヒドロ－１－ベンゾフラン－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベ
ンゾチアゾール－６－カルボキサミド、
２－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－６－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキサミド、
２－（４－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボ
キサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－チオフェン－３－イル－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキ
サミド、
２－（１－ベンゾフラン－２－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－６
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－キノリン－８－イル－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキサ
ミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ナフタレン－２－イル－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキ
サミド、
２－［３－（ベンジルオキシ）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール
－６－カルボキサミド、
２－（２－フルオロ－３－メトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾ
ール－６－カルボキサミド、
２－（５－クロロ－２－メトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－５－カルボキサミド、
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２－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－カル
ボキサミド、
２－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾチアゾール－５－カル
ボキサミド、
２－（４－フルオロベンジル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－カル
ボキサミド、
２－（５－ブロモピリジン－３－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（７－メトキシ－１－ベンゾフラン－２－イル）－１，３－ベンゾ
チアゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－エチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－カルボ
キサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］［１，３］オキサゾロ［５
，４－ｂ］ピリジン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］チエノ［２，３－ｂ］ピリ
ジン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１－ベンゾチオフェン－
６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１－ベンゾチオフェン－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－ベンゾチオフェン
－５－カルボキサミド、
２－［４－フルオロ－３－（トリフルオロメチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベ
ンゾチオフェン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－メトキシフェニル）－１－ベンゾチオフェン－５－カルボキ
サミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１－ベンゾチオフェン－５－カルボキ
サミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－１－ベンゾチオフェン－５－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（１Ｈ－インドール－５－イル）－１－ベンゾチオフェン－５－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリジン－３－イル－１－ベンゾチオフェン－５－カルボキサミド
、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メトキシピリジン－３－イル）－１－ベンゾチオフェン－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－メトキシピリジン－３－イル）－１－ベンゾチオフェン－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－１－ベンゾチオフ
ェン－５－カルボキサミド、
２－（３，５－ジメチルイソオキサゾール－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチ
オフェン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－ベンゾチオフェン
－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］－１－ベンゾチオフェ
ン－５－カルボキサミド、
２－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン－５－
カルボキサミド、
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２－［（Ｅ）－２－（４－フルオロフェニル）エテニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾ
チオフェン－５－カルボキサミド、
２－（５－フルオロ－２－ヒドロキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェ
ン－５－カルボキサミド、
２－（５－フルオロ－２－メトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン
－５－カルボキサミド、
２－［３－クロロ－４－（１－メチルエトキシ）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベン
ゾチオフェン－５－カルボキサミド、
２－［４－（ジメチルカルバモイル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェ
ン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛４－［（メチルスルホニル）アミノ］フェニル｝－１－ベンゾチ
オフェン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］チエノ［３，２－ｂ］ピリ
ジン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１－ベンゾフラン－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１－ベンゾフラン－６－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］フロ［２，３－ｂ］ピリジ
ン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］フロ［３，２－ｂ］ピリジ
ン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］フロ［３，２－ｂ］ピリジ
ン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］フロ［２，３－ｂ］ピリジ
ン－６－カルボキサミド、
２－［（ジエチルアミノエチル）メチル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラン－６－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（１－ヒドロキシ－１－メチルエチル）－１－ベンゾフラン－６－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）－１－ベンゾフラン－６－カルボキサミド、
２－（３，４－ジメトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン－６－カ
ルボキサミド、
２－ジベンゾ［ｂ，ｄ］フラン－４－イル－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン－６
－カルボキサミド、
２－フラン－３－イル－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）－１－ベンゾチオフェ
ン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［６－（４－メチルピペリジン－１－イル）ピリジン－３－イル］
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（１－フェニルエチル）アミノ］ピリジン－３－イル｝－
１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛６－［（ｃｉｓ）－２，６－ジメチルモルホリン－４－イル］ピリジン－３－イル
｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（２－メチルプロピル）アミノ］ピリジン－３－イル｝－
１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛６－［ビス（２－メトキシエチル）アミノ］ピリジン－３－イル｝－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（ピリジン－２－イルメチル）アミノ］ピリジン－３－イ
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ル｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［６－（シクロヘプチルアミノ）ピリジン－３－イル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（２Ｒ）－２－（メトキシメチル）ピロリジン－１－イル
］ピリジン－３－イル｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル］ピ
リジン－３－イル｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－フェニルピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－［（３－フルオロフェノキシ）メチル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラン－５－
カルボキサミド、
２－［（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェノキシ）メチル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラ
ン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（１－メチルエチル）スルファニル］ピリジン－３－イル
｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－［２－フルオロ－４－（１－メチルエチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－モルホリン－４－イルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベ
ンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）－２－ピロリジン－１－イルフェニル
］－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［６－（１－メチルエチル）ピリジン－３－イル］－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－エトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（３－フルオロビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（２’，３－ジフルオロビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾ
オキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（２－フルオロ－４－ピリジン－３－イルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベ
ンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［２－フルオロ－４－（６－メトキシピリジン－３－イル）フェニル］－Ｎ－ヒドロ
キシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２’－メトキシビフェニル－４－イル）－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
２－（２’，５’－ジフルオロビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（５’－クロロ－２’－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３
－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４’－（メチルスルホニル）ビフェニル－４－イル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［４－（３，５－ジメチルイソオキサゾール－４－イル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－１，３－ベンゾオキ
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サゾール－５－カルボキサミド、
２－（３’－フルオロ－４’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（５’－フルオロ－２’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３’－（メチルスルホニル）ビフェニル－４－イル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－フルオロ－３’，４’－ジメトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［３－フルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）ビフェニル－４－イル］－Ｎ－ヒドロ
キシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［３－フルオロ－２’－（ヒドロキシメチル）ビフェニル－４－イル］－Ｎ－ヒドロ
キシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－フルオロ－４’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，
３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［４－（２，３－ジヒドロ－１－ベンゾフラン－５－イル）－２－フルオロフェニル
］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，３’－ジフルオロ－２’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［４－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－６－イル）－２－フルオロ
フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，５’－ジフルオロ－２’－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（ピペリジン－１－イルメチル）フェニル］－１－ベンゾチ
オフェン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－メトキシビフェニル－４－イル）－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（２’－フルオロ－３－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３
－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（２’－フルオロ－３，３’－ジメトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－メトキシ－４’－（１－メチルエチル）ビフェニル－４－イ
ル］－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４’－フルオロ－３－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３
－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４’－アミノ－３，３’－ジメトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－
１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（ピペリジン－１－イルメチル）フェニル］－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－｛［（ｃｉｓ）－２，６－ジメチルモルホリン－４－イル］メチル｝フェニル
）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－｛［ビス（２－メチルプロピル）アミノ］メチル｝フェニル）－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－｛［シクロヘキシル（メチル）アミノ］メチル｝フェニル）－Ｎ－ヒドロキシ
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－｛［（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ］メチル｝フ
ェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（ピペリジン－１－イルメチル）フェニル］－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－｛［（２Ｒ，６Ｓ）－２，６－ジメチルモルホリン－４－イル］メチル｝フェ
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ニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－｛［ビス（２－メチルプロピル）アミノ］メチル｝フェニル）－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛４－［（４－ピリジン－４－イルピペラジン－１－イル）メチル
］フェニル｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛４－［（ｔｅｒｔ－ブチルアミノ）メチル］フェニル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３
－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［３－フルオロ－４－（１－メチルエチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，４－ジメチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－プロピルフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－クロロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－メトキシピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メトキシピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－３－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－メトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－６－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－ヒドロキシナフタレン－１－イル）－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－フェニル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル）－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－（５－クロロ－２－ヒドロキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ヒドロキシ－２－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メチル－１Ｈ－インドール－３－イル）－１，３－ベンゾオ
キサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－プロピルフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（ビフェニル－３－イルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
２－［（３－フルオロフェニル）アミノ］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（シクロオクチルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
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ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（３－メトキシフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－［（ビフェニル－４－イルメチル）アミノ］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メトキシベンジル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メトキシフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（ナフタレン－１－イルメチル）アミノ］－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（２－メトキシフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（ベンジルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキ
サミド、
２－（シクロヘキシルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－［ベンジル（フェニル）アミノ］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メトキシベンジル）（メチル）アミノ］－１，３－ベンゾ
オキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［２－（４－メトキシフェニル）エチル］アミノ｝－１，３－ベ
ンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛（３，４－ジメトキシベンジル）［２－（ジメチルアミノ）エチル］アミノ｝－Ｎ
－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［４－（２－モルホリン－４－イルエトキシ）フェニル］アミノ
｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛［４－（２－エトキシエトキシ）フェニル］アミノ｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［３－（２－モルホリン－４－イルエトキシ）フェニル］アミノ
｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛［３－（２－エトキシエトキシ）フェニル］アミノ｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－クロロベンジル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－カルボ
キサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［２－（メチルスルホニル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（ヒドロキシメチル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（ヒドロキシメチル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－メトキシピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾチアゾール
－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾチアゾール－６－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾチアゾール－６－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（｛［（１－メチル－１Ｈ－インドール－３－イル）メチル
］アミノ｝メチル）ピペリジン－１－イル］－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボ
キサミド、
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２－｛４－［（ベンジルアミノ）メチル］ピペリジン－１－イル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［２－（１－メチルエチル）フェニル］アミノ｝－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（２－メチルフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［メチル（４－メチルフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メトキシフェニル）（メチル）アミノ］－１，３－ベンゾ
オキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛［１－（３－フルオロフェニル）シクロヘキシル］アミノ｝－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メチルフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
２－（ジエチルアミノエチル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－（２，６－ジメトキシピリジン－３－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチア
ゾール－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［６－（１－メチルエトキシ）ピリジン－３－イル］－１，３－ベ
ンゾチアゾール－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メトキシピリジン－４－イル）－１，３－ベンゾチアゾール
－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（５－メトキシピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾチアゾール
－６－カルボキサミド、
２－｛４－［（ジメチルアミノ）メチル］フェニル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾ
チアゾール－６－カルボキサミド、
２－［（ベンジルオキシ）メチル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）－１，３－ベンゾチアゾール－５－カルボキ
サミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ピリジン－４－イルベンジル）－１，３－ベンゾチアゾール
－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（ピペリジン－１－イルメチル）－１，３－ベンゾチアゾール－５
－カルボキサミド、
２－｛［ビス（２－メチルプロピル）アミノ］メチル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベン
ゾチアゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（｛［４－（１－メチルエチル）フェニル］アミノ｝メチル）－１
，３－ベンゾチアゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミ
ド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－メトキシピリジン－３－イル）－１－ベンゾフラン－５－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミ
ド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリミジン－５－イル－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［２－（ヒドロキシメチル）フェニル］－１－ベンゾフラン－５－
カルボキサミド、
２－｛４－［（ジメチルアミノ）メチル］フェニル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラ
ン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－ヒドロキシフェニル）－１－ベンゾフラン－６－カルボキサ
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ミド、および
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－メトキシフェニル）－１－ベンゾフラン－６－カルボキサミ
ド、
またはその医薬的に許容される塩。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩、および
任意選択で医薬的に許容される賦形剤を含む医薬組成物。
【請求項１１】
　自己免疫障害、精神障害、神経変性障害、または過剰増殖性障害の処置で使用するため
の、請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩を含む
医薬組成物。
【請求項１２】
　さらなる治療剤と組み合わせて投与される、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記さらなる治療剤が、デキサメタゾンである、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩、および
さらなる治療剤を含む、組合せ製品。
【請求項１５】
　前記さらなる治療剤が、自己免疫障害、精神障害、神経変性障害、または過剰増殖性障
害の処置において有用な薬剤である、請求項１４に記載の組合せ製品。
【請求項１６】
　前記さらなる治療剤が、デキサメタゾンである、請求項１４に記載の組合せ製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８１８】
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　発明の態様
［態様１］式（Ｉａ）または（Ｉｂ）の化合物
【化１０７】

またはその医薬的に許容される塩であって、式中、
　Ｒ１は、
（ｉ）

【化１０８】

であり、式中、
　各Ｒ２は、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、ハロゲン、シ
アノ、Ｒ３Ｙ１－Ｑ２、Ｒ４Ｒ５Ｎ－Ｑ３、Ｒ６Ｓ（Ｏ）２－Ｑ４、および
【化１０９】

から選択され；
　環Ａ１の隣接する原子に結合した２つのＲ２は、それらが結合している原子と共に、５
～１０員環の単環式または二環式環を形成していてもよく、前記環は、Ｃ１～Ｃ６アルキ
ル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲン、およびヒドロキシから選択される１つまたはそれ
より多くの部分で置換されていてもよく；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｒ８Ｏ－Ｑ６、およびＲ９Ｒ１０Ｎ－Ｑ７から選択
され；
　Ｒ４およびＲ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキルお
よびＲ１１Ｏ－Ｑ８から選択されるか；
またはＲ４およびＲ５は、それらの両方が結合している窒素原子と共に、５または６員環
を形成し、前記環は、Ｃ１～Ｃ６アルキルおよびＲ１２Ｏ－Ｑ９から選択される１つまた
はそれより多くの部分で置換されていてもよく；
　Ｒ６は、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
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　各Ｒ７は、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロゲン、Ｒ１３Ｏ－Ｑ１０、Ｒ１４Ｒ１

５Ｎ－Ｑ１１、およびＲ１６Ｓ（Ｏ）２－Ｑ１２から選択され、環Ａ２の隣接する原子に
結合した２つのＲ７は、それらが結合している原子と共に、５または６員環を形成してい
てもよく；
　Ｒ８は、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
　Ｒ９およびＲ１０は、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択されるか；また
はＲ９およびＲ１０は、それらの両方が結合している窒素原子と共に、５または６員環を
形成し；
　Ｒ１１、Ｒ１２およびＲ１３のそれぞれは、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され
；
　Ｒ１４およびＲ１５は、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択されるか；ま
たはＲ１４およびＲ１５は、それらの両方が結合している窒素原子と共に、５または６員
環を形成し；
　Ｒ１６は、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
　環Ａ１および環Ａ２は、独立して、フェニルおよび５または６員環のヘテロアリールか
ら選択され；
　ｂおよびｃは、０から３の整数であり；
　Ｑ１は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレン、およびＱ１３－
Ｙ２－Ｑ１４から選択され；
　Ｑ２は、直接結合およびＣ１～Ｃ３アルキレンから選択され；
　Ｑ３は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、およびＣ（Ｏ）から選択され；
　Ｑ４は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、およびＮＲ１７から選択され；
　Ｑ５は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１８、Ｑ１５－Ｙ３－Ｑ１

６、および
【化１１０】

から選択され；
　Ｑ６、Ｑ７およびＱ８のそれぞれは、独立して、Ｃ１～Ｃ３アルキレンから選択され；
　Ｑ９およびＱ１０のそれぞれは、独立して、直接結合およびＣ１～Ｃ３アルキレンから
選択され；
　Ｑ１１は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、およびＣ（Ｏ）から選択され；
　Ｑ１２は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、およびＮＲ１９から選択され；
　Ｑ１３は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレン、ならびにＲ２０およびＲ２１で置換され
たＣ１～Ｃ３アルキレンから選択され；
　Ｑ１４、Ｑ１５、Ｑ１６、Ｑ１７およびＱ１８のそれぞれは、独立して、直接結合およ
びＣ１～Ｃ３アルキレンから選択され；
　Ｒ１７、Ｒ１８、およびＲ１９のそれぞれは、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ３アルキル
から選択され；
　Ｒ２０およびＲ２１は、同じ炭素原子に結合して、それが結合している炭素原子と共に
Ｃ３～Ｃ６シクロアルキルを形成し；
　Ｙ１は、ＯおよびＳから選択され；
　Ｙ２は、Ｏ、およびＮＲ２２から選択され；
　Ｙ３は、ＯおよびＮＲ２３から選択され；
　Ｒ２２は、Ｈ、フェニル、およびＣ１～Ｃ３アルキルから選択され、該アルキルは、フ
ェニルおよびＮＲ２４Ｒ２５から選択される置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ２３は、ＨまたはＣ１～Ｃ３アルキルであり；
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　Ｒ２４およびＲ２５は、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ３アルキルから選択されるか、ま
たはＲ２４およびＲ２５は、それらの両方が結合している窒素原子と共に、５または６員
環を形成し；
（ｉｉ）Ｒ２６Ｒ２７Ｎ－Ｑ１９であり、式中、
　Ｒ２６およびＲ２７は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキルおよびＣ３～Ｃ８シクロア
ルキルから選択されるか；またはＲ２６およびＲ２７は、それらの両方が結合している窒
素原子と共に、１つまたはそれより多くの部分Ｒ２８で置換されていてもよい５または６
員環を形成し；
　各Ｒ２８は、独立して、Ｒ２９ＯＣ（Ｏ）ＮＲ３０、および
【化１１１】

から選択され；
　前記環の隣接する原子に結合した２つのＲ２８は、それらが結合している原子と共に、
５または６員環を形成していてもよく；
　Ｒ２９およびＲ３０は、独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
　Ｒ３１は、Ｃ１～Ｃ６アルキルおよびハロゲンから選択され；
　ｄは、０から３の整数であり；
　環Ａ３は、５～１０員環のアリールまたはヘテロアリールから選択され；
　Ｑ１９は、直接結合またはＣ１～Ｃ３アルキレンであり；
　Ｑ２０は、直接結合、Ｃ１～Ｃ３アルキレンおよびＱ２１－ＮＲ３２－Ｑ２２から選択
され；
　Ｑ２１およびＱ２２は、独立して、直接結合およびＣ１～Ｃ３アルキレンから選択され
；
　Ｒ３２は、ＨおよびＣ１～Ｃ６アルキルから選択され；
（ｉｉｉ）ハロゲンであるか；または
（ｉｖ）ヒドロキシ－Ｃ１～Ｃ６アルキルであり；
　Ｂ１は、Ｏ、ＳまたはＮＲ３３であり；
　Ｂ２は、ＮまたはＣＲ３４であり；
　Ｗは、ＮまたはＣＲ３５であり；
　Ｘは、ＮまたはＣＲ３６であり；
　Ｚは、ＮまたはＣＲ３７であり；
　Ｒ３３は、Ｈ、またはＣ１～Ｃ３アルキルであり；
　Ｒ３４は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはハロゲンであり；
　Ｒ３５、Ｒ３６およびＲ３７は、独立して、ＨおよびＦから選択され；
　いずれのアルキルまたはシクロアルキルも、１つまたはそれより多くのＦで置換されて
いてもよく；
　ただし、環Ａ１がフェニルであり、Ｑ１が直接結合であり、Ｂ２がＮであり、Ｂ１がＮ
Ｒ３３である場合、ｂは０ではなく、該化合物は、
２－（４－（３，４－ジメトキシフェニル）ピリミジン－２－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－
１Ｈ－インドール－５－カルボキサミドおよび
２－アミノ－Ｎ－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－５－カルボキサミド
から選択されない、上記化合物または医薬的に許容される塩。
［態様２］Ｒ１が、
（ｉ）
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【化１１２】

および
（ｉｉ）Ｒ２６Ｒ２７Ｎ－Ｑ１９

（式中、Ｒ２、ｂ、環Ａ１、Ｑ１、Ｒ２６、Ｒ２７およびＱ１９は、請求項１で定義され
た通りである）
から選択される、請求項１に記載の化合物または医薬的に許容される塩。
［態様３］ｂが、１から３の整数である、請求項１または２に記載の化合物。
［態様４］Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロゲンおよび
【化１１３】

（式中、Ｒ７、ｃ、環Ａ２およびＱ５は、請求項１で定義された通りである）
から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物または医薬的に許容される
塩。
［態様５］Ｒ２６およびＲ２７が、それらの両方が結合している窒素原子と共に、１つの
部分Ｒ２８で置換された５または６員環を形成し；
　Ｒ２８が、

【化１１４】

（式中、Ｒ３０、ｄ、環Ａ３およびＱ２０は、請求項１で定義された通りである）
である、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物または医薬的に許容される塩。
［態様６］Ｂ２が、Ｎである、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物または医薬的
に許容される塩。
［態様７］Ｂ１が、ＯまたはＳである、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物また
は医薬的に許容される塩。
［態様８］Ｂ１が、Ｏである、請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物または医薬的
に許容される塩。
［態様９］Ｗが、ＣＲ３５であり、Ｘが、ＣＲ３６であり、Ｚが、ＣＲ３７である、請求
項１～８のいずれか一項に記載の化合物または医薬的に許容される塩。
［態様１０］以下から選択される、請求項１に記載の化合物：
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
２－［３，５－ビス（トリフルオロメチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
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２－（３，４－ジフルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－フェニル－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
２－（２，６－ジフルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－（２－クロロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリジン－３－イル－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキ
サミド、
２－（２，５－ジクロロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－モルホリン－４－イルピリジン－３－イル）－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－ブロモフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
２－［４－（ジフルオロメトキシ）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（トリフルオロメチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，４－ジメトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
２－（２，５－ジメトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
２－（２’－フルオロビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ピリジン－４－イルフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ピリジン－３－イルフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－ビフェニル－４－イル－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボ
キサミド、
２－（２’－フルオロ－３’－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，
３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（４－メトキシピリジン－３－イル）フェニル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（６－メトキシピリジン－３－イル）フェニル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（２－メトキシピリジン－３－イル）フェニル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－シクロプロピルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４’－（ピペリジン－１－イルメチル）ビフェニル－４－イル］
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－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－アミノフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
２－（２－クロロ－６－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－［４－（ジエチルアミノエチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
２－（２，６－ジクロロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリジン－２－イル－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキ
サミド、
２－（４－シアノフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カル
ボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛４－［（メチルスルホニル）アミノ］フェニル｝－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛４－［（フェニルスルホニル）アミノ］フェニル｝－１，３－ベ
ンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（１Ｈ－ベンゾトリアゾール－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メチルピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－ピロリジン－１－イルピリジン－３－イル）－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（フェニルアミノ）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキ
サミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［４－（１－メチルエチル）フェニル］アミノ｝－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［ベンジル（メチル）アミノ］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（２－フェニルエチル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
２－（３，４－ジヒドロイソキノリン－２（１Ｈ）－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛［３－（ベンジルオキシ）フェニル］アミノ｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾ
オキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ベンジルピペリジン－１－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－６－カルボキサミド、
２－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－６－カ
ルボキサミド、
２－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール
－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－６－カ
ルボキサミド、
２－（６－クロロピリジン－３－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール
－６－カルボキサミド、
２－（１Ｈ－ベンゾトリアゾール－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－６－カルボキサミド、
２－（２，３’－ビピリジン－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾー
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ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１Ｈ－イミダゾ［４，５
－ｃ］ピリジン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１Ｈ－イミダゾ［４，５
－ｂ］ピリジン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１Ｈ－イミダゾ［４，５
－ｃ］ピリジン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１Ｈ－インドール－６－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１Ｈ－インドール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
２－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチア
ゾール－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリジン－４－イル－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキサ
ミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（メチルスルホニル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
２－（２，３－ジヒドロ－１－ベンゾフラン－５－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベ
ンゾチアゾール－６－カルボキサミド、
２－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－６－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキサミド、
２－（４－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボ
キサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－チオフェン－３－イル－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキ
サミド、
２－（１－ベンゾフラン－２－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－６
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－キノリン－８－イル－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキサ
ミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ナフタレン－２－イル－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキ
サミド、
２－［３－（ベンジルオキシ）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール
－６－カルボキサミド、
２－（２－フルオロ－３－メトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾ
ール－６－カルボキサミド、
２－（５－クロロ－２－メトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－カル
ボキサミド、
２－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾチアゾール－５－カル
ボキサミド、
２－（４－フルオロベンジル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－カル
ボキサミド、
２－（５－ブロモピリジン－３－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－
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５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（７－メトキシ－１－ベンゾフラン－２－イル）－１，３－ベンゾ
チアゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－エチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－カルボ
キサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］［１，３］オキサゾロ［５
，４－ｂ］ピリジン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１Ｈ－ピロロ［２，３－
ｂ］ピリジン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１Ｈ－ピロロ［３，２－
ｂ］ピリジン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－６－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－７Ｈ－ピロロ［２，３－
ｄ］ピリミジン－２－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］チエノ［２，３－ｂ］ピリ
ジン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１－ベンゾチオフェン－
６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１－ベンゾチオフェン－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－ベンゾチオフェン
－５－カルボキサミド、
２－［４－フルオロ－３－（トリフルオロメチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベ
ンゾチオフェン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－メトキシフェニル）－１－ベンゾチオフェン－５－カルボキ
サミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１－ベンゾチオフェン－５－カルボキ
サミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－１－ベンゾチオフェン－５－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（１Ｈ－インドール－５－イル）－１－ベンゾチオフェン－５－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリジン－３－イル－１－ベンゾチオフェン－５－カルボキサミド
、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メトキシピリジン－３－イル）－１－ベンゾチオフェン－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－メトキシピリジン－３－イル）－１－ベンゾチオフェン－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－１－ベンゾチオフ
ェン－５－カルボキサミド、
２－（３，５－ジメチルイソオキサゾール－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチ
オフェン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－ベンゾチオフェン
－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］－１－ベンゾチオフェ
ン－５－カルボキサミド、
２－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン－５－
カルボキサミド、
２－［（Ｅ）－２－（４－フルオロフェニル）エテニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾ
チオフェン－５－カルボキサミド、
２－（５－フルオロ－２－ヒドロキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェ
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ン－５－カルボキサミド、
２－（５－フルオロ－２－メトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン
－５－カルボキサミド、
２－［３－クロロ－４－（１－メチルエトキシ）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベン
ゾチオフェン－５－カルボキサミド、
２－［４－（ジメチルカルバモイル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェ
ン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛４－［（メチルスルホニル）アミノ］フェニル｝－１－ベンゾチ
オフェン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］チエノ［３，２－ｂ］ピリ
ジン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１－ベンゾフラン－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１－ベンゾフラン－６－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］フロ［２，３－ｂ］ピリジ
ン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］フロ［３，２－ｂ］ピリジ
ン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］フロ［３，２－ｂ］ピリジ
ン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］フロ［２，３－ｂ］ピリジ
ン－６－カルボキサミド、
２－［（ジエチルアミノエチル）メチル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラン－６－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（１－ヒドロキシ－１－メチルエチル）－１－ベンゾフラン－６－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）－１－ベンゾフラン－６－カルボキサミド、
３－クロロ－Ｎ－ヒドロキシ－２－フェニル－１Ｈ－インドール－６－カルボキサミド、
３－クロロ－Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－１Ｈ－イン
ドール－６－カルボキサミド、
２－ブロモ－３－クロロ－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－インドール－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（フェニルアミノ）－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－６－カル
ボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（（４－イソプロピルフェニル）アミノ）－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イ
ミダゾール－６－カルボキサミド、
２－（（［１，１’－ビフェニル］－４－イルメチル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ
－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－６－カルボキサミド、
２－（４－（４－フルオロフェニル）ピペラジン－１－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－
ベンゾ［ｄ］イミダゾール－６－カルボキサミド、
２－（ベンジルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－６－カル
ボキサミド、
２－（（４－ブロモフェニル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾ
ール－６－カルボキサミド、
２－（（３－ブロモフェニル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾ
ール－６－カルボキサミド、
２－（ベンジル（メチル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール
－６－カルボキサミド、
２－（ベンジル（フェニル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾー
ル－６－カルボキサミド、
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２－（（３－（ベンジルオキシ）フェニル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［
ｄ］イミダゾール－６－カルボキサミド、
２－（４－ベンジルピペリジン－１－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミ
ダゾール－６－カルボキサミド、
２－（（４－クロロフェニル）（メチル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ
］イミダゾール－６－カルボキサミド、
ｔｅｒｔ－ブチル（１－（６－（ヒドロキシカルバモイル）－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダ
ゾール－２－イル）ピペリジン－４－イル）カルバメート
２－（［１，１’－ビフェニル］－３－イルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１Ｈ－ベンゾ［
ｄ］イミダゾール－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－１－メチル－２－（フェニルアミノ）－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（（４－イソプロピルフェニル）アミノ）－１－メチル－１Ｈ－ベ
ンゾ［ｄ］イミダゾール－５－カルボキサミド、
２－（ベンジル（メチル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１－メチル－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］
イミダゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－１－メチル－２－（フェネチルアミノ）－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（ベンジル（フェニル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１－メチル－１Ｈ－ベンゾ［ｄ
］イミダゾール－５－カルボキサミド、
２－（（３－（ベンジルオキシ）フェニル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１－メチル－１
Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ベンジルピペリジン－１－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－メチル－１Ｈ－ベン
ゾ［ｄ］イミダゾール－５－カルボキサミド、
２－（［１，１’－ビフェニル］－３－イルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１－メチル－１
Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，４－ジヒドロイソキノリン－２（１Ｈ）－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－メチ
ル－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－５－カルボキサミド、
２－（（４－クロロフェニル）（メチル）アミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１－メチル－１Ｈ
－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，４－ジメトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン－６－カ
ルボキサミド、
２－ジベンゾ［ｂ，ｄ］フラン－４－イル－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン－６
－カルボキサミド、
２－フラン－３－イル－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾチオフェン－６－カルボキサミド、
および
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）－１－ベンゾチオフェ
ン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［６－（４－メチルピペリジン－１－イル）ピリジン－３－イル］
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（１－フェニルエチル）アミノ］ピリジン－３－イル｝－
１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛６－［（ｃｉｓ）－２，６－ジメチルモルホリン－４－イル］ピリジン－３－イル
｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（２－メチルプロピル）アミノ］ピリジン－３－イル｝－
１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛６－［ビス（２－メトキシエチル）アミノ］ピリジン－３－イル｝－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（ピリジン－２－イルメチル）アミノ］ピリジン－３－イ
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ル｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［６－（シクロヘプチルアミノ）ピリジン－３－イル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（２Ｒ）－２－（メトキシメチル）ピロリジン－１－イル
］ピリジン－３－イル｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル］ピ
リジン－３－イル｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－フェニルピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－［（３－フルオロフェノキシ）メチル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラン－５－
カルボキサミド、
２－［（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェノキシ）メチル］－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラ
ン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛６－［（１－メチルエチル）スルファニル］ピリジン－３－イル
｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－［２－フルオロ－４－（１－メチルエチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（１－メチルエチル）フェニル］－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－モルホリン－４－イルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベ
ンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（１－メチルエチル）－２－ピロリジン－１－イルフェニル
］－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［６－（１－メチルエチル）ピリジン－３－イル］－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－エトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（３－フルオロビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（２’，３－ジフルオロビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾ
オキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（２－フルオロ－４－ピリジン－３－イルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベ
ンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［２－フルオロ－４－（６－メトキシピリジン－３－イル）フェニル］－Ｎ－ヒドロ
キシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２’－メトキシビフェニル－４－イル）－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
２－（２’，５’－ジフルオロビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（５’－クロロ－２’－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３
－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４’－（メチルスルホニル）ビフェニル－４－イル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［４－（３，５－ジメチルイソオキサゾール－４－イル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－１，３－ベンゾオキ
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サゾール－５－カルボキサミド、
２－（３’－フルオロ－４’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（５’－フルオロ－２’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３’－（メチルスルホニル）ビフェニル－４－イル］－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－フルオロ－３’，４’－ジメトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［３－フルオロ－４’－（ヒドロキシメチル）ビフェニル－４－イル］－Ｎ－ヒドロ
キシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［３－フルオロ－２’－（ヒドロキシメチル）ビフェニル－４－イル］－Ｎ－ヒドロ
キシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－フルオロ－４’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，
３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［４－（２，３－ジヒドロ－１－ベンゾフラン－５－イル）－２－フルオロフェニル
］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，３’－ジフルオロ－２’－ヒドロキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［４－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－６－イル）－２－フルオロ
フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，５’－ジフルオロ－２’－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（ピペリジン－１－イルメチル）フェニル］－１－ベンゾチ
オフェン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－メトキシビフェニル－４－イル）－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（２’－フルオロ－３－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３
－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（２’－フルオロ－３，３’－ジメトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－メトキシ－４’－（１－メチルエチル）ビフェニル－４－イ
ル］－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４’－フルオロ－３－メトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３
－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４’－アミノ－３，３’－ジメトキシビフェニル－４－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－
１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（ピペリジン－１－イルメチル）フェニル］－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－｛［（ｃｉｓ）－２，６－ジメチルモルホリン－４－イル］メチル｝フェニル
）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－｛［ビス（２－メチルプロピル）アミノ］メチル｝フェニル）－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３－｛［シクロヘキシル（メチル）アミノ］メチル｝フェニル）－Ｎ－ヒドロキシ
－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－｛［（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ］メチル｝フ
ェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（ピペリジン－１－イルメチル）フェニル］－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－｛［（２Ｒ，６Ｓ）－２，６－ジメチルモルホリン－４－イル］メチル｝フェ
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ニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－｛［ビス（２－メチルプロピル）アミノ］メチル｝フェニル）－Ｎ－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛４－［（４－ピリジン－４－イルピペラジン－１－イル）メチル
］フェニル｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛４－［（ｔｅｒｔ－ブチルアミノ）メチル］フェニル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３
－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－［３－フルオロ－４－（１－メチルエチル）フェニル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（３，４－ジメチルフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５
－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－プロピルフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－クロロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－メトキシピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メトキシピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－３－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（４－ブロモ－２－メトキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾ
ール－５－カルボキサミド、
２－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－６－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－ヒドロキシナフタレン－１－イル）－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－フェニル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル）－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－（５－クロロ－２－ヒドロキシフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ヒドロキシ－２－メトキシフェニル）－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メチル－１Ｈ－インドール－３－イル）－１，３－ベンゾオ
キサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－プロピルフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（ビフェニル－３－イルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
２－［（３－フルオロフェニル）アミノ］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（シクロオクチルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
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ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（３－メトキシフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－［（ビフェニル－４－イルメチル）アミノ］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メトキシベンジル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メトキシフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（ナフタレン－１－イルメチル）アミノ］－１，３－ベンゾオキ
サゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（２－メトキシフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾー
ル－５－カルボキサミド、
２－（ベンジルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキ
サミド、
２－（シクロヘキシルアミノ）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－［ベンジル（フェニル）アミノ］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－
５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メトキシベンジル）（メチル）アミノ］－１，３－ベンゾ
オキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［２－（４－メトキシフェニル）エチル］アミノ｝－１，３－ベ
ンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛（３，４－ジメトキシベンジル）［２－（ジメチルアミノ）エチル］アミノ｝－Ｎ
－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［４－（２－モルホリン－４－イルエトキシ）フェニル］アミノ
｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛［４－（２－エトキシエトキシ）フェニル］アミノ｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［３－（２－モルホリン－４－イルエトキシ）フェニル］アミノ
｝－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛［３－（２－エトキシエトキシ）フェニル］アミノ｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－
ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
２－（４－クロロベンジル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－カルボ
キサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［２－（メチルスルホニル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［３－（ヒドロキシメチル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（ヒドロキシメチル）フェニル］－１，３－ベンゾチアゾー
ル－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－メトキシピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾチアゾール
－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾチアゾール－６－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ヒドロキシフェニル）－１，３－ベンゾチアゾール－６－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［４－（｛［（１－メチル－１Ｈ－インドール－３－イル）メチル
］アミノ｝メチル）ピペリジン－１－イル］－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボ
キサミド、
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２－｛４－［（ベンジルアミノ）メチル］ピペリジン－１－イル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－｛［２－（１－メチルエチル）フェニル］アミノ｝－１，３－ベン
ゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（２－メチルフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［メチル（４－メチルフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサ
ゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メトキシフェニル）（メチル）アミノ］－１，３－ベンゾ
オキサゾール－５－カルボキサミド、
２－｛［１－（３－フルオロフェニル）シクロヘキシル］アミノ｝－Ｎ－ヒドロキシ－１
，３－ベンゾオキサゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［（４－メチルフェニル）アミノ］－１，３－ベンゾオキサゾール
－５－カルボキサミド、
２－（ジエチルアミノエチル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾオキサゾール－５－カ
ルボキサミド、
２－（２，６－ジメトキシピリジン－３－イル）－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチア
ゾール－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［６－（１－メチルエトキシ）ピリジン－３－イル］－１，３－ベ
ンゾチアゾール－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（２－メトキシピリジン－４－イル）－１，３－ベンゾチアゾール
－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（５－メトキシピリジン－３－イル）－１，３－ベンゾチアゾール
－６－カルボキサミド、
２－｛４－［（ジメチルアミノ）メチル］フェニル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾ
チアゾール－６－カルボキサミド、
２－［（ベンジルオキシ）メチル］－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベンゾチアゾール－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）－１，３－ベンゾチアゾール－５－カルボキ
サミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－ピリジン－４－イルベンジル）－１，３－ベンゾチアゾール
－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（ピペリジン－１－イルメチル）－１，３－ベンゾチアゾール－５
－カルボキサミド、
２－｛［ビス（２－メチルプロピル）アミノ］メチル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１，３－ベン
ゾチアゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（｛［４－（１－メチルエチル）フェニル］アミノ｝メチル）－１
，３－ベンゾチアゾール－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－フェニル－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミド、
２－（３－フルオロフェニル）－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミ
ド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（６－メトキシピリジン－３－イル）－１－ベンゾフラン－５－カ
ルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（４－メトキシフェニル）－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミ
ド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－ピリミジン－５－イル－１－ベンゾフラン－５－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－［２－（ヒドロキシメチル）フェニル］－１－ベンゾフラン－５－
カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－フェニル－１－ベンゾフラン－６－カルボキサミド、
２－｛４－［（ジメチルアミノ）メチル］フェニル｝－Ｎ－ヒドロキシ－１－ベンゾフラ
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ン－６－カルボキサミド、
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－ヒドロキシフェニル）－１－ベンゾフラン－６－カルボキサ
ミド、および
Ｎ－ヒドロキシ－２－（３－メトキシフェニル）－１－ベンゾフラン－６－カルボキサミ
ド、
またはその医薬的に許容される塩。
［態様１１］療法で使用するための、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物また
は医薬的に許容される塩。
［態様１２］請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬的に許容され
る塩、および任意選択で医薬的に許容される賦形剤を含む医薬組成物。
［態様１３］自己免疫障害、精神障害、神経変性障害、または過剰増殖性障害の処置で使
用するための、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬的に許容さ
れる塩。
［態様１４］前記化合物またはその医薬的に許容される塩が、さらなる治療剤と組み合わ
せて投与される、請求項１３に記載の使用のための化合物またはその医薬的に許容される
塩。
［態様１５］前記さらなる治療剤が、デキサメタゾンである、請求項１４に記載の使用の
ための化合物またはその医薬的に許容される塩。
［態様１６］請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬的に許容され
る塩、およびさらなる治療剤を含む、組合せ製品。
［態様１７］前記さらなる治療剤が、自己免疫障害、精神障害、神経変性障害、または過
剰増殖性障害の処置において有用な薬剤である、請求項１６に記載の組合せ製品。
［態様１８］前記さらなる治療剤が、デキサメタゾンである、請求項１６に記載の組合せ
製品。
［態様１９］自己免疫障害、精神障害、神経変性障害、または過剰増殖性障害の処置のた
めの医薬の製造における、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬
的に許容される塩の使用。
［態様２０］自己免疫障害、精神障害、神経変性障害、または過剰増殖性障害から選択さ
れる障害の処置方法であって、このような処置が必要な哺乳動物への、治療有効量の請求
項１～１０のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩の投与を含む
、前記方法。
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